
青森県

青い森林業アカデミー

第二期研修生募集
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本県には、全国有数の面積を誇るスギをはじめ、青森ヒバや県南

地域のアカマツなど、豊かな森林が広がっており、これらの森林資

源は、先人たちが膨大な人手と時間をかけて、植林から下刈り、間

伐などの手入れを積み重ねてきたことにより 、十分に成熟し 、現

在、本格的な利用期を迎えています。

そこで、県では、この豊かな森林の恵を効果的に活用するととも

に、伐採後には再び植林することにより、資源の循環サイクルを確

立し、100年先もこの美しい自然を守り続けていく ため、地域林業

の中核的担い手となる現場技術者を育成する１年間の研修として

「 青い森林業アカデミー」を令和3年4月に開講しました。

青い森林業アカデミーでは、安全を最優先として、林業に関する

基礎的な知識と技術を身に付け、就業までをしっかりとサポートし

ます。

さあ、青い森で働こう 。

青い森の未来を担う
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間伐材を使った

紙製品

木質バイオマス

製材加工
建設土木資材

高性能林業機械の普及
（ 体への負担が減少し安全性も向上）

進化する林業

現場への女性参入
（ 女性の細やかさ、丁寧さが活きる）

コンテナ苗による再造林
（ 効率的な手法で未来に豊かな森を届ける）

青い森林業アカデミ ーの３つの特色

チェーンソーや林業機械など
就業に必要な資格を取得します

反復練習により就業につながる
技術と安全意識を身につけます

現場のプロ、 機械のプロが
上達の秘訣をアドバイスします
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１ 林業基礎

森林・林業・木材産業の現状や関係法令、地図の見方、樹木

の見分け方等を学びます。

２ 安全衛生

作業を安全に行うための基礎知識や、救命措置を学びます。

３ 森林保護

病虫獣害から森林を守る基礎知識を学びます。

４ 造林・育林

植栽や下刈り、除伐、枝打ち、間伐等の基礎知識を学び、刈

払機やチェーンソー操作を習得します。

５ 素材生産

グラップルやハーベスタ、フォワーダ等の機械操作を習得

するほか、作業システムや作業道開設、コスト計算を学びます。

６ 森林調査・評価

コンパス測量やGPS測量の実習により面積の測り方や立

木の価値の調べ方を習得します。また、近年、林業での活用

が進んでいるドローンによる森林情報データの解析などの

最先端技術を学びます。

７ 木材利用

丸太の流通や、木材加工、木質バイオマス関連施設、木造

建築物等の歴史や現状を学びます。

8 林業経営

林業事業体や個人経営のポイントや森林経営計画を学び

ます。

9 資格取得

就業後に必要な資格のうち基本となる６種類の資格を取得

します。

10  インターンシップ

林業事業体での就業体験を行い、林業で働くことのイメー

ジを深めます。

11 総合

コミュニケーション能力、マナー、生活設計等社会人として

必要なことを学びます。

１ 伐木業務従事者 ４ 伐木等機械運転

２ 刈払機取扱作業者 ５ 走行集材機械運転

３ 車両系建設機械（ 整地等）運転（ 3t以上） ６ 簡易架線集材装置運転

1 .植栽や下刈、伐採などを行う民間の企業

2 .地域の森林を管理する森林組合

取得できる

６ つの資格

就業先

伐採実習

下刈実習

造林実習

就業希望先における
インターンシップ

技術向上トレーニング
カービングで操作の
応用力を高める

青い森林業アカデミ ーの

研修内容（ 1年間）
Cur r icul um



緑に囲まれた研修施設
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● アカデミー研修棟

● アカデミー研修棟

● アカデミー実習棟

● アカデミー実習棟

有限会社マル先先崎林業（ 弘前市）先崎倫正

● 林業研究所敷地内に青い森林業アカデミーがあります

２０１８ＪＬＣ総合優勝、ＷＬＣ出場の

先崎倫正選手からの応援メッセージ

林業作業の中でも、最も技術を必要とするのはチェーンソー作業です。

その技術を競う大会「 日本伐木チャンピオンシップ(ＪＬＣ)」が２年に１度本県で開催されています。競技は、

立っている木を目標のポールに狙って伐り倒す伐倒や、丸太に付いている枝を切り落とす枝払いなど５種目

で、操作の正確さやスピードに加え、安全性も重視されます。

この大会は、ヨーロッパを中心に開催される世界大会（ ＷＬＣ）の国内予選に位置付けられ、過去３回の大

会では、本県出場選手が上位入賞し世界大会に出場しています。

特に、2018年に開催された第３回大会では、全国から集まった約７０名の選手の中から、本県選手３名

が上位を独占しました。

また、大会には約4０名の審判が必要で、本県林業事業体の方々など、チェーンソーの基本動作を熟知し

たエキスパートが公正なジャッジを行っています。

選手や審判そして選手を目指す予備軍の存在からも、本県は日本トップレベルのチェーンソーマン集団と

言っても過言ではないと思います。

ＪＬＣに関与する我 も々皆さんの講義や実習を手伝います。そして、ＪＬＣやWLCを一緒に目指し、新たな

青い森を作りましょう。


